












































































































































































































































































両後身頃の下端から約 74㎝のところで，同様の切り詰めが認められる。85 は右袖の上端から約 49
㎝以下のところは，複雑な切り継ぎがなされており，上から 6割程度までが当初のままである。
b片袖を除いて元の部位を用いた作例
21・40・66 は，片方の袖のみ加工がなされている。21 と 40 は右袖が，66 は左袖が当初のままで















































24・25・27・28・31・38 左・43・49・51・52・53・61・63・65・71・72・81 左・91 右・91 左とな
る。



















































b（3点）・c（6 点），C－a（12 点）・b（18 点），D－a（5 点）であり，合計 59 点となる。ただし，
41 は改変こそ少ないが，元の意匠とはやや異なる印象を与えるものとなっていた。
これに，散らし模様や連続模様など，模様自体のもつ特性から，意匠構成がそもそも変わりにく
い 35・6 左・98 左・86，さらに，当初の様子をうまく再現していると見られる 57 を加えると，そ
の合計は 64 点となる。
一方，明らかに大きく意匠構成を変えて再構築しているのは，54 と D－b（1点）の 2点である。
また，第 3節で部位の推定が困難であった作例のうち，35・57 を除くA－d（6 点），B（1点），6
左・98 左を除く C－c（31 点），86 を除くD－c（7点），合計 45 点の中にも，意匠構成を大きく変
えてしまっているものが含まれている可能性は十分にあり得る。





れば，元の部位に比較的よく従っているのは，せいぜい 16・44 と A－a（7点）・b（3点）・c（6点）










，既に明治 31 年（1898）1 月
20 日付の『読売新聞』には「掛小袖の屛風」なるものが見えている。これは，帝国図案社の福地復
一が考案したもので，「両毛地方の蚕糸織物を表して絹綾等の小袖を衣桁に掛け」た二曲一双の屛風































禅史会は京都に謝恩碑を建立するという明確な目的をたてた。果たして，大正 10 年（1921）10 月，
友禅謝恩碑が完成し，知恩院にて落成法要が営まれた。雪香殿には新古友禅染参考品陳列室が設け



































三越の PR誌である『時好』第 3巻第 5号（明治 38 年 5 月）には，当該「小袖幕元禄模様」の舞
台写真が掲載されている。「元禄風」とされた衣裳をまとった役者たちの背景には，小袖を紐に通し












































































明治 30 年代に多く見られる。平塚玉麟の『ひらつか派やまと模様』（明治 32 年，宮田富山堂刊，図
24），上野清江の『花のかけ』（明治 32 ～ 33 年，本田雲錦堂刊），同『都のひかり』（明治 32 ～ 34
年，宮田富山堂刊），同『八千草』（明治 34 ～ 36 年，本田雲錦堂刊），同『吾妻鏡』（明治 35 年，本































嬢の婚礼服の「裾模様」の図案を懸賞募集しており，『読売新聞』の明治 31 年（1898）2 月 16 日付
の朝刊には，その入賞者が発表されている。この時を初見として，同店では「裾模様」の懸賞募集





























































































正治郎のコレクションを公刊した図版集には，『江戸時代衣服文様集』（大正 7～ 9 年，芸艸堂
刊），『誰が袖百種』（大正 8年，芸艸堂刊），『小袖と振袖』（昭和 2～ 3年，芸艸堂刊），『続誰が袖
百種』（昭和 5～ 17 年，芸艸堂刊），『御所どき江戸どき』（昭和 6～ 7年，芸艸堂刊），『続小袖と振






































































（４）――丸山氏は前掲註 2論文 185 頁で捲りの状態のも











る。展覧会の会期は大正 15 年（1926）10 月 1 日から 10
日までであったことが，『東京朝日新聞』（夕刊）同年
10 月 2 日付の新聞広告から確認できる。図録の発行は，









る。第 1輯は大正 7年（1918）4 月，第 2輯は大正 7年
6月，第 3輯は大正 7年 12 月，第 4輯は大正 9年（1920）
4 月の発行である。各輯とも 3種類の小袖ないし裂を合
計 5葉の図版にして収め，江馬務が解説を執筆している。








月 15 日付で販売したものである。大正 11 年（1922）は，
近松門左衛門の二百回忌を記念して，朝日新聞社が中心
となり法要や近松劇の興行などの文化事業が行われた。









（12）――前掲註 2論文 197 ～ 198 頁。
（13）――『三越』第 5 巻第 7 号（1915 年）に出陳目録
が掲載されている。「江戸趣味展覧会」については，岩
淵令治「明治・大正期における「江戸」の商品化」（『国














学』第 27 号，1998 年）37 ～ 38 頁参照。












（24）――『読売新聞』昭和 5年（1930）5 月 11 日付の「名
宝展あと三日」の記事。
（25）――前掲註 2論文 190 ～ 191 頁。
（26）――『時好』第 5巻第 3号（1907 年）所収の記事「最
近二十五年間に於ける流行の変遷」で「裾模様」を前提
にして模様の流行が語られている。




（29）――『時好』辰之第 8号（1904 年）61 頁。
（30）――『時好』第 5巻第 9号（1907 年）16 頁と 17 頁
の間に挟まれた広告。
（31）――『時好』第 6 巻第 2 号（1908 年）巻頭図版・
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A Consideration of the Intent Behind the Creation of Kosode Byobu
This paper considers the creation of Kosode Byobu by Shojiro Nomura, a set of 100 pieces, as to 
its value as a resource.
Kosode Byobu contains a significant number of valuable kosode fragments from the early mod-
ern period. For this reason, it is indispensable to the history of textiles. On the other hand, it is true 
that this is a group of pieces that is rather difficult to handle. This arises from the fact that Kosode 
Byobu is a form that has been rearranged. Kosode Byobu was not created by laying each part of the 
original kosode onto a folding screen in its rightful position. By the purposeful intent of Shojiro, in-
dividual kosode fragments were rearranged so that they visually take the form of a kosode.
With these issues, we analyzed the trend of how the kosodes on the folding screens were re-
arranged. We then debated what led to such rearrangement and further decided to investigate 
Shojiro’s intent behind the creation of the screens.
In doing so, it became apparent that more pieces than had been previously recognized convey 
the composition of the initial design. Even so, many such pieces use a fragment as a part it origi-
nally was not. This arises from the fact that the fundamental form chosen by Shojiro for his creation 
was to display the uwamae, the surface that is shown in front when being worn. This fundamental 
form, in turn, is thought to have been highly influenced by the format of kimono fabric design of the 
time. Considering the format of kimono fabric design of the time, it can be understood that an ex-
pression intended to enhance artistic value took the form of the created Kosode Byobu.
Kosode Byobu had been anticipated to fill the role of a sample of kimono creations, however, the 
selection of resources strongly reflects the history of the kosode as envisioned by Shojiro. This be-
came clear in comparing it with the narrative in Yuzen Kenkyu, written by Shojiro. To demonstrate 
his own vision of the history of the kosode—this surfaces as the true intent behind the creation of 
Kosode Byobu.
Key words: Shojiro Nomura, Kosode Byobu, textile
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